
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：新潟県総合都市交通体系調査（新潟県） 

 

 

 

 ２ 調査主体：新潟県 

 

 

 ３ 調査圏域：新潟県胎内市 

 

 

 ４ 調査期間：令和６年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

新潟県における長期未着手都市計画道路の現状（R5.3.31 現在）は、都市計画

決定済みの幹線街路延長 1,677km に対して、整備済みが 1,012km、整備中は 54km、

未着手は 611km であり、この未着手である 611km のうち、584km が都市計画決定

後 20 年以上の長期未着手路線となっている。 

人口減少や少子高齢化の進行、中心市街地の衰退など、社会情勢の変化を踏ま

え、適切に長期未着手都市計画道路の見直しを行う必要があるが、この見直しは、

まちづくりの視点から行う必要があるため、地域に密着した基礎自治体である市

町村が主体となり、取り組みが進められている。 

当県では、市町村の取り組みを促進するため、平成 18 年 12 月に「新潟県都市

計画道路見直しガイドライン」を策定するとともに、市町村と連携し、都市計画

道路の見直しに必要な将来交通量の推計及び道路ネットワークからの検証作業

を実施している。 

令和６年度は、胎内市における都市計画道路の見直し方針を踏まえ、見直し候

補とする対象路線について、将来交通量の推計及び道路ネットワークからの検証

を実施した。この調査結果を踏まえ、今後、胎内市にて見直し候補路線の検証を

行い、適正な都市計画道路網の再構築を進める。 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

長期未着手都市計画道路見直し事業 交通量推計・検証業務 

 

 

 ２ 報告書目次 

第１章 業務概要 

 

第２章 道路の整備状況と計画 

2-1．都市計画道路の整備状況 

2-2．都市計画道路の指定状況 

2-3．長期未着手都市計画道路の見直し路線 

 

第３章 交通量配分 

3-1．交通量推計の概要 

3-2．推計条件 

3-3．ゾーニングの検討 

3-4．現況交通量配分 

3-5．将来（R22）交通量配分 

 

第４章 道路ネットワークからの検証 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

３ 調査体制 

   なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

   なし 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本業務は、胎内市における都市計画道路の見直しについて、「新潟県都市計画

道路見直しガイドライン」（平成 18 年 12 月新潟県土木部都市局都市政策課）に

基づき、「道路ネットワークからの検証」を行うことを目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画準備 

納 品 

業 務 手 順 

道路ネットワークからの検証 

(1)ＯＤ表 

(2)ゾーニング 

(3)交通量配分道路網の作成 

道路ネットワークからの検証 

(4)交通量配分 

※現況交通量配分 

道路ネットワークからの検証 

(4)交通量配分 

※将来交通量配分 

道路ネットワークからの検証 

(5)道路ネットワークからの検証 



 ３ 調査圏域図 

 

図 胎内市都市計画図 

 

図 胎内市都市計画道路と変更・廃止路線  



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

（１）道路ネットワークからの検証 

ａ）現況交通量配分 

別途業務にて実施する交通現況調査の結果および将来道路ネットワーク計画に基づ

き、胎内市の都市計画道路の見直し検証に適した、現況・将来交通量配分用データを

作成した。 

 

①現況交通網の作成 

 検討にあたり、貸与された既存の配分データ※の現況道路ネットワークを基に、

交通量配分用のネットワークデータを作成した。 

※ 貸与データ：令和 4 年度 県内将来交通量推計業務委託報告 

 本業務の胎内市の現況ネットワークについては、既存の現況道路ネットワーク（主

要な道路網（県道以上））に、胎内市の幹線市道、都市計画道路等を追加し設定し

た。 

 

 

図 現況道路ネットワーク図 

 

  



②現況再現性の確認 

（検証結果） 

 R3 道路交通センサスの交通量、交通現況調査の観測交通量（荒惣前交差点（本町）、

若宮様前交差点（東本町地内）、中条駅前）と、現況交通量推計の結果を比較した

結果を下表に示す。 

 ±20％以内の誤差、もしくは±２千台以内の誤差が満足されていない路線につい

ては、貸与データ（令和 4 年度 県内将来交通量推計業務委託）の現況配分結果

と比較したところ、概ね同じ交通量であったことから、誤差に問題はないと考え

た。 

 この結果より、現況交通量配分の再現性については概ね再現性が確保できている

と評価する。 

表 現況再現性の確認 

 
出典：R3 センサス 24 時間交通量（R3 道路交通センサス） 

 

  



 

図 現況交通用配分結果と R3 道路交通センサス、交通現況調査の観測地点（整合性チェック箇所） 

  



ｂ）将来（R22）交通量配分 

①将来道路網の作成 

 

図 将来道路ネットワーク図 

  



②将来（R22）交通量配分結果 

・将来交通量配分は、下記の２ケースについて行った。 

CASE1：都市計画道路 全整備時 

CASE2：都市計画道路 廃止予定路線未整備時 

・配分結果については以降に示す。 

 

 

 

図 胎内市都市計画道路 廃止路線位置図 

 

  



 

 

 

 

 

 

 



ｃ）道路ネットワークからの検証 

 これまでの将来（R22）交通量配分結果を基に、交通処理の観点から都市計画道路の見直し案の妥当性について検証を行った。 

 


